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2023年6月期 2024年6月期 増減額 増減率

売 上 高 1,299 1,345 46 3.6%

営 業 利 益 210 220 10 4.4%

経 常 利 益 232 241 9 3.8%

親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益

285 243 △ 42 △14.9%

１ 株 当 た り 当 期 純 利 益 48.39 41.14 △ 7.25 △15.0%

2024年6月期 業績
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11期連続の増収
４期連続の営業増益を達成

親会社株主に帰属する当期純利益は、前会計年度の税効果区分変更により
法人税等調整額の変動により減少 (単位：百万円)

(表中の△は損失・ 百万円未満切捨て)

本資料の一部またはすべての複製・再配布は、お断りいたします。



セグメント別実績
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(単位：百万円) (表中の△は損失・ 百万円未満切捨て)

本資料の一部またはすべての複製・再配布は、お断りいたします。

セグメント売上高 2023.6月期 2024.6月期 増減額

先端研究開発支援事業 1,251 1,186 △ 65

ヘルスケア・ソリューション事業 47 158 111

合計 1,299 1,345 46

セグメント費用 2023.6月期 2024.6月期 増減額

先端研究開発支援事業 898 876 △ 22

ヘルスケア・ソリューション事業 190 249 59

合計 1,089 1,126 37

セグメント利益 2023.6月期 2024.6月期 増減額

先端研究開発支援事業 353 310 △ 43

ヘルスケア・ソリューション事業 △ 142 △ 90 52

合計 210 220 10



先端研究開発支援事業 2024年6月期売上結果

6
© Human Metabolome Technologies, Inc. 

海外事業は製薬分野を中心に拡大するも、国内アカデミア・製薬分野が減少
高感度網羅解析は堅調に増加。通常網羅解析が減少

売上△5.2％ 65百万円減

本資料の一部またはすべての複製・再配布は、お断りいたします。

（百万円）

1,251
1,186

（百万円） （百万円）

1,251
1,186

1,251
1,186



先端研究開発支援事業 セグメント利益
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本資料の一部またはすべての複製・再配布は、お断りいたします。

原価減

売上減

その他販売管理費減
• 効率的な営業活動による

百万円

増加 減少

0

セグメント利益 43百万円減

• 国内アカデミア分野でのコロナ
特需がなくなる

• 国内製薬分野での大型試験終了
• 海外製薬分野はグローバル

ファーマからの売上大幅増

• 売上減少に伴う原価減少

310



ヘルスケア・ソリューション事業 2024年6月期売上結果
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機能性素材開発包括支援サービスが増加。
機能性関与成分探索パッケージと大型の有償共同開発案件の売上増が寄与

売上＋234％ 111百万円増

本資料の一部またはすべての複製・再配布は、お断りいたします。

（百万円）

47

158



ヘルスケア・ソリューション事業 セグメント利益
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本資料の一部またはすべての複製・再配布は、お断りいたします。

原価増

増加 減少

百万円

売上増
• 機能性素材開発に係る大型有償

共同研究
• 機能性素材開発包括支援サービ

スの売上
• 皮膚ガス測定も堅調に推移

セグメント損失 ＋52百万円減

• 売上増に伴う原価増

• 営業活動に伴う経費増

販売管理費増

△90



営業利益
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本資料の一部またはすべての複製・再配布は、お断りいたします。

（百万円）

2023.6月期
営業利益

先端研究開発
支援売上

先端研究開発
支援原価

先端研究開発
支援販売管理費

ヘルスケア
ソリューション

販売管理費

2024.6月期
営業利益

利益増加 利益減少

ヘルスケア
ソリューション

売上

ヘルスケア
ソリューション

原価

220

売上総利益 10百万円増

△8
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中期経営計画 位置づけ
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本資料の一部またはすべての複製・再配布は、お断りいたします。

・売上増加
・不採算部門の再編
（欧州・バイオメディカル 子会社）
・先端研究開発支援事業 生産性向上
・ヘルスケア・ソリューション事業

の立上げ
・研究開発の推進、効率的な運用

安定利益確保・財務体
質強化・株主還元開始

・機能性素材開発支援等を中核として
ヘルスケア・ソリューション事業を拡大

・研究開発分野を選定し投資を継続
・生産性向上のためのデジタル化推進
・顧客満足度向上に向けた新メニュー開発

新規事業による利益拡大・
飛躍的成長に向けた
新規分野での研究開発の推進

2020.6-2023.6
経営基盤整備

2026.6以降
企業成長

2024.6-2026.6
成長基盤構築



中期経営計画 財務数値(2023.8ご説明資料 再掲）
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本資料の一部またはすべての複製・再配布は、お断りいたします。

新規事業による利益拡大・飛躍的成長に向けた
新規分野での研究開発の推進

2024年6月期～2026年6月期 成長基盤構築

（単位：百万円）

2023年6月期 2024年6月期 2025年6月期 2026年6月期

売 上 高 1,299 1,450 1,540 1,650

営 業 利 益 210 260 260 300

経 常 利 益 232 280 280 300

親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益

285 280 280 290


Sheet1

				2023年6月期		2024年6月期 ネン ガツキ		2025年6月期 ネン ガツキ		2026年6月期 ネン ガツキ

		売上高 バイ カミ ダカ		1,299		1,450		1,540		1,650

		営業利益 エイ ギョウ リエキ		210		260		260		300

		経常利益 ヘ ツネ リエキ		232		280		280		300

		親会社株主に帰属する
当期純利益 オヤカイシャ カブヌシ キゾク トウキ ジュンリエキ		285		280		280		290







中期経営計画 初年度の乖離

14
© Human Metabolome Technologies, Inc. 

本資料の一部またはすべての複製・再配布は、お断りいたします。

単位：百万円 中期経営計画 実績 増減額

売 上 高 1,450 1,345 △ 105

営 業 利 益 260 220 △ 40

経 常 利 益 280 241 △ 39

親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益

280 243 △ 37



中期経営計画 初年度の乖離要因と今後の取組
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本資料の一部またはすべての複製・再配布は、お断りいたします。

◎ヘルスケア・
ソリューション事業
の売上大幅増

提携サービス（外注）
の拡大

×国内アカデミア・
製薬企業での売上減少

コロナ特需の剝げ落ち
＋製薬大型案件の終了

〇海外製薬企業の
売上増加
高感度網羅解析と特注
対応が増加

国内売上において限界利益率の高い自社解析売上
が減少し、仕入が増加したことで売上原価増加

⇒ 売上総利益が微増にとどまる

A機能性素材開発
包括支援サービス
の拡販
・自社サービス拡張と
拡販

D新規事業創造
・バイオモノづくり
生産性向上支援サー
ビス開発

C海外事業強化
・営業力強化
・グローバル企業
フォーカス

B革新的な
新サービス導入
・中分子メタボロミ
クス

自社解析売上の増加に注力



A 機能性素材開発包括支援サービスの拡販
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本資料の一部またはすべての複製・再配布は、お断りいたします。

中堅・中小企業でのメタボロミクス需要創造

地域活性化へ貢献

＋

未利用資源の利活用による
SDG’ｓへの貢献

地域商社との協働を推進

※ メタボロミクス: 生体内に存在する代謝物質の総体(メタボローム)を網羅的に分析する技術

アップグレード



A 機能性素材開発包括支援サービスの拡販
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本資料の一部またはすべての複製・再配布は、お断りいたします。

特許出願済ヘルスクレーム予測技術による開発支援



B 革新的な新サービス：中分子メタボロミクス
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本資料の一部またはすべての複製・再配布は、お断りいたします。

1,0000分子量 1万 10万

低分子化合物 高分子化合物

従来のメタボロミクスが
対象とする分子量

プロテオミクスなどが
対象とする分子量既存のオミクス技術で

充分にカバーされていない領域

中分子化合物
(ペプチドなど)

グルタミン酸

二酸化炭素
CO2

乳酸
クエン酸

アセチルCoA

インスリン

オキシトシン

アルブミン
ヘモグロビン

トリプシン

アクチン

尿酸 ビタミンC

IgG
AST

適用①：従来のメタボロミクスによるデータと統合した生理学的な機序解明
適用②：新規のバイオマーカー探索

主にペプチドを標的とした”中分子化合物”を網羅解析
※ 化合物の図はいずれも

Wikipediaより

主に生体内の代謝に関与する物質群 体を作るタンパク質・酵素・抗体など

ペプチドホルモン他、多くは未知物質

GABA

コレステロール

バソプレシン

多くの未知物質



B 革新的な新サービス：中分子メタボロミクス
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本資料の一部またはすべての複製・再配布は、お断りいたします。

インスリン
(血糖値の低下)

オキシトシン
(抗ストレス作用
・摂食抑制作用)

バソプレシン
(尿量減少
・血圧上昇)

適用①：従来のメタボロミクスによるデータと統合した生理学的な機序解明

※ 化合物の図はいずれも
Wikipediaより

グルカゴン
(血糖値の増加)

ブラジキニン
(血圧降下)

アンジオテンシン
(血圧上昇)

β-エンドルフィン
(鎮痛・鎮静作用)

レプチン
(食欲抑制)

ディフェンシン
(抗微生物ペプチド)

リラキシン
(子宮弛緩)

ソマトスタチン
(消化吸収抑制)

CRH
(食欲抑制
・免疫抑制)

様々なホルモンの変動による代謝(メタボローム)への影響を解析

機能性ペプチド
(上流物質)

メタボローム
(下流物質)

これまで一種ずつ測定されていたペプチドホルモンを
当社独自に開発した分析法にて一斉分析

従来のメタボロミクスによるデータと組み合わせることにより
代謝変化の要因分析が可能となり病態生理の把握を容易に



B 革新的な新サービス：中分子メタボロミクス
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本資料の一部またはすべての複製・再配布は、お断りいたします。

適用②. 新規のバイオマーカー探索

タンパク質分解物の総体(ペプチドーム)を一斉分析可能

タンパク質の総体
プロテオーム

タンパク質分解物の総体
としてのペプチドーム

タンパク質の分解

タンパク質

正常なプロセシング

異常なプロセシング

ペプチド断片の網羅解析により新規バイオマーカーの探索が可能
診断に使われる例もあり、ペプチドであるため実用化も比較的容易

ペプチド 分子量
(kDa) 診断用途

NT-proBNP 8.6 心血管疾患
Insulin 5.8 糖尿病
Amyloid beta 
peptide 4.8 アルツハイマー

病
Pro-GRP 26 神経内分泌腫瘍
PINP 14.2 骨代謝
Calcitonin 3.4 甲状腺髄様癌
C-peptide 3.1 糖尿病
Gastrin 2.1 潰瘍と下痢
Osteocalcin 5.8 骨粗鬆症
Cystatin C 13.3 腎不全
ANF 15 心不全

臨床診断に使用されるペプチドバイオマーカーの例

異常なプロセシングにより生じた
ペプチド断片の網羅解析から疾患
特異的なマーカーを探索

出典：BME Front. 2023:4:0019

正常ペプチド

異常ぺプチド



C 海外事業強化
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本資料の一部またはすべての複製・再配布は、お断りいたします。

202

415

2023 2030

北米

137

285

2023 2030

欧州

26 57

2023 2030

日本
CAGR:
10.8%CAGR:

11.0%
CAGR:
12.2%

出典：”Metabolomics Services
Market Analysis & Segment Forecast to 2034”

by Quintile Insights
欧米のメタボロミクスサービス市場は引き続き圧倒的な規模

日米欧のメタボロミクスサービス市場規模[百万US$]と成長率の予測

531

1,096

2023 2030

グローバル

CAGR:
10.9%



C 海外事業強化
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本資料の一部またはすべての複製・再配布は、お断りいたします。

HMTアメリカの過去5年間のメガファーマ売上推移

営業力強化・販売促進強化で売上増を加速

(US$1,000)



23
© Human Metabolome Technologies, Inc. 

D 新規事業創造：バイオものづくり生産性向上支援サービス開発

本資料の一部またはすべての複製・転載は、お断りいたします。
2024年6月内閣府発表
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D 新規事業創造：バイオものづくり生産性向上支援サービス開発

本資料の一部またはすべての複製・転載は、お断りいたします。
2023年５月経産省資料より抜粋



社会課題解決
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D 新規事業創造：バイオものづくり生産性向上支援サービス開発

本資料の一部またはすべての複製・転載は、お断りいたします。

2023年４月経産省資料より抜粋

資源自律経済の実現環境負荷軽減 食料安定供給
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D 新規事業創造：バイオものづくり生産性向上支援サービス開発

本資料の一部またはすべての複製・転載は、お断りいたします。

バイオエコノミー急成長の鍵：コスト競争力

優良な微生物（菌株） 優れたバイオプロセス×

ゲノム改変などによる微生
物・細胞設計

「スケールアップ問題」に
対応する外的インプットに
よる代謝最適化

2023年５月経産省資料より抜粋

ハイスループットのメタボロミクスによる代謝分析・シミュレーション
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事業領域と主要な取組

(＊) CAGR：年平均成長率
本資料の一部またはすべての複製・転載は、お断りいたします。

B 革新的な
新サービス導入

C 海外事業強化

A 機能性素材開発支援
サービスの拡販

D 新規事業
創造
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2025年6月期 （ご参考）
前期 2024年6月期 差額

金額 金額 金額
売 上 高 1,500 1,345 +155

営業利益 260 220 +40
経常利益 280 241 +39

親会社株主に帰属する当期純利益 280 243 +37
一株当たり当期純利益 47円36銭 41円14銭 +6円22銭

一株当たり配当 15円 15円 -円

2025年6月期 連結業績予想
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(単位：百万円)

本資料の一部またはすべての複製・再配布は、お断りいたします。

 売上総利益増加
・機能性素材開発包括支援サービスの拡販継続
・新解析サービスの上市・拡販
・海外事業強化

 将来の成長に向けた研究開発投資・人的資本投資を継続
・「バイオものづくり」生産性向上支援サービス開発
・人的資本に対する投資を継続



2025年6月期 連結業績予想（営業利益）
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本資料の一部またはすべての複製・再配布は、お断りいたします。

（百万円）

2024.6月期
営業利益

2025.6月期
営業利益先端研究

開発支援
売上増

ヘルスケア・
ソリューション

売上増
原価増 研究

開発費増
その他

販売管理費増

260

利益増加 利益減少

売上総利益 71百万円増



中期経営計画 財務数値(2024.8更新）
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新規事業による利益拡大・飛躍的成長に向けた
新規分野での研究開発の推進

2024年6月期～2026年6月期 成長基盤構築

（単位：百万円）

2023年６月期 2024年６月期 2025年６月期 2026年６月期

売 上 高 1,299 1,345 1,500 1,600

営 業 利 益 210 220 260 300

経 常 利 益 232 241 280 300

親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 285 243 280 290
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ヒューマン·メタボローム·テクノロジーズ株式会社
売上高（直近）：1,345百万円
従業員数（連結）：58名（博士：11名）

本社：山形県鶴岡市覚岸寺字水上246-2
東京事務所：東京都中央区新川2-9-6

   シュテルン中央ビル5階
子会社：HMTアメリカ アメリカボストン

設立年月日：2003年7月1日
資本金：1,487百万円
取締役（社内）：橋爪 克仁（代表取締役会長）

大畑 恭宏（取締役社長）
創業者：
冨田 勝 慶應義塾大学名誉教授
曽我 朋義 慶應義塾大学教授
主な事業内容：先端研究開発支援事業
                     ヘルスケア・ソリューション事業

（2024年6月現在）

本資料の一部またはすべての複製・再配布は、お断りいたします。

（2024年8月現在）



沿革
2001  慶応義塾大学先端生命科学研究所、山形県鶴岡市に開所

2003  創業（創業者：慶応義塾大学 冨田氏、曽我氏）

2012  Human Metabolome Technologies America Inc. 設立

2013  上場（東証マザーズ（現グロース市場）：6090）

2023  創業20周年

会社概要（沿革）
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